
 

モビリティのテーマパーク 鈴鹿サーキット 

秋のイベントのご案内 
 

コチラバースデー ３５ｔｈアニバーサリー 
 

９月６日（土）～１１月３日（月・祝） 
 

鈴鹿サーキットのキャラクター「コチラ」が、2014年9月23日（火・祝）に生誕35周年を迎えます。 

そのコチラの生誕35周年を記念し、今秋の鈴鹿サーキットではスペシャルイベント「コチラバースデー35thアニ

バーサリー」を開催いたします。 

35年前に、漫画界の巨匠「手塚治虫」先生によって生み出されて以来、多くのお子さまやファミリーに愛されて

きたコチラの記念日を祝うため、ステージショーを中心に、園内各所で実施するスタンプラリーや、キャラクターと

一緒に記念撮影ができるイベントなどを開催します。 

また、毎年恒例のバルーンイリュージョンもコチラの生誕35周年を記念したスペシャルバージョンとして10月

12日(日)に開催いたします。 
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■コチラ３５ｔｈアニバーサリーショー 
9月6日（土）～11月3日（月・祝）の土・日・祝 （※10月4日（土）・5日（日）を除く） Ｐ．２ 

 

■コチラ３５ｔｈアニバーサリー ハロータイム 
9月6日（土）～10月31日（金） Ｐ．２ 

 

■コチラ３５ｔｈアニバーサリー バルーンイリュージョン 
10月12日（日） Ｐ．３ 

 

■コチラ３５ｔｈ記念オリジナルグッズ Ｐ．３ 
 

■まだまだある！鈴鹿サーキットの秋のイベント情報 Ｐ．４ 
 

2014年7月26日 

株式会社モビリティランド 

鈴鹿サーキット 
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■日程：9月6日（土）～11月3日（月・祝）の土・日・祝 （※10月4日（土）・5日（日）を除く） 

■場所：モビステージ 

 

コチラの生誕３５周年をみんなでお祝いしよう！ 
 

9月23日(火・祝)は鈴鹿サーキットのキャラクター「コチラ」のお誕生日。

そして今年はコチラの生誕35周年を記念して、スペシャルステージショー

を開催いたします。お子さまも鈴鹿サーキットのキャラクターと一緒に音楽

にあわせたダンスでコチラのお誕生日をお祝いいただきます。 

また、10月はこのアニバーサリーショーにハロウィーンの要素が加わり

ます。鈴鹿サーキットのキャラクター「コチラファミリー」もハロウィーンの

衣装に着替えて、会場のお子さまと一緒に仮装ダンスを楽しみます。 

 

コチラに誕生日のメッセージカードを渡そう！ 
コチラへお祝いのお手紙やプレゼントを持ってきてくれたお子さまには、後日コチラ

からお手紙が届きます。 

 

コチラ３５ｔｈを記念したスタンプラリーを開催！ 
園内5ヶ所に設置された「ろうそくの灯」の形をした5色のスタンプを探し ラリー用紙

に押して、バースデーケーキを完成させます。完成後は、記念としてお家に持ち帰り、

ぬり絵も楽しんでいただけます。 

 

 

 

 

 

 

■日程：9月6日（土）～10月31日（金） （※平日：1日2回／土日祝：1日1回） 

■場所：平日-1回目=ジョイフル広場／2回目=コチラのおみせ前 

土・日・祝-ジョイフル広場 

 

コチラの生誕３５周年をお祝いしながら、歌やダンスを楽しもう！ 
 

ステージを飛び出して園内数ヶ所で開催する参加型のミニショー「ハ

ロータイム」が、コチラの生誕35周年をみんなとお祝いするスペシャル

バージョンとなって登場いたします。歌やダンスでコチラファミリーと一緒

に盛り上がりながら、みんなと一緒に、両手で頭の上に大きな丸を作った

「できた！」のポーズで記念撮影ができます。コチラの生誕35周年をお祝い

する、思い出の写真を残していただけます。 

 

※写真はイメージです 

コチラ３５ｔｈアニバーサリーショー 

コチラ３５ｔｈアニバーサリー ハロータイム 

※写真はイメージです 

※写真はイメージです 
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■日程：10月12日（日） ※強風・雨天の場合は中止・変更となります 

■場所：鈴鹿サーキット国際レーシングコース 

※18時以降は入園料無料（駐車料金は別途必要） 

 

今年のバルーンイリュージョンはコチラ３５ｔｈバージョン！ 
 

毎年恒例の秋の風物詩となったバルーンイリュージョン。F1なども走行す

る国際レーシングコースに多くの気球を並べ音楽とともにバルーンを点火さ

せ、サーキットを幻想的に照らし出します。 

今年は、コチラの生誕35周年を記念して鈴鹿サーキットのキャラクターが

集合しバルーン点灯を会場のみなさんと一緒に盛り上げます。 

また当日はGPスクエアにて「空のモビリティ」熱気球に乗って、鈴鹿サーキット

上空を係留飛行できる熱気球搭乗体験をおこないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コチラの生誕35周年を記念したアニバーサリーグッズが好評発売中です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コチラ３５ｔｈアニバーサリー バルーンイリュージョン 

熱気球搭乗体験 

バルーンイリュージョン 

コチラ３５ｔｈぬいぐるみ 
2,500円 

コチラがタキシードを着た 

ぬいぐるみ 

 

コチラ35ｔｈ記念オリジナルグッズ 

コチラ３５ｔｈスタンプマーカーペン 
650円 

35thオリジナルデザインのコチラのスタンプが

付いたペン（赤・青・橙の3本セット） 

コチラ３５ｔｈキーホルダー 
 850円 

タキシードを着たコチラが360度くるくる回る

キーホルダー 

 

コチラ３５ｔｈプラスチックカップ 
750円 

35thオリジナルデザインのプラスチックカップ 

 

熱気球搭乗体験 
日時：10月12日(日) 9:30～18:00(予定) ※強風・雨天の場合は中止・変更となります 

場所：GPスクエア 

料金：1,000円／1名（入園料金は別途必要） 
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鈴鹿サーキットの秋はコチラの生誕35周年を記念したイベントに加え、他にも様々なお楽しみイベントが盛り沢山です。

秋の鈴鹿サーキットで開催するモータースポーツのイベントでもお子さまやファミリーで参加できるものがございます。 
 

10月25日（土）～10月26日（日） 

・2014 FIA 世界ツーリングカー選手権シリーズ JVC KENWOOD 日本ラウンド（WTCC） 

・スーパー耐久シリーズ2014 
迫力満点の国際レース「WTCC」では、「できた！が、いっぱい。コチラレーシングの世界のクルマが

大集合」を開催いたします。スーパーカーをはじめとした世界のクルマ80台をＧＰスクエアに展示しま

す。また展示車両を使ったファミリー向けの体験イベントを実施します。 
 

11月1日（土）～11月2日（日） 

2014 MFJ 全日本ロードレース選手権シリーズ最終戦 

第46回 MFJグランプリスーパーバイクレース in 鈴鹿 
日本最高峰のバイクレース「全日本ロードレース」では、2輪の楽しさをお子さまも体感できるイベント

を開催します。 
 

11月8日（土）～11月9日（日） 

2014年 全日本選手権 スーパーフォーミュラ第7戦 鈴鹿サーキット 

第13回JAF鈴鹿グランプリ 
28年ぶりにJAFグランプリが復活。日本最高峰のフォーミュラカーレースとして、F1に迫るスピード

へと進化したニューマシン「SF14」で“熱いバトル”が繰り広げられます。また、お子さまもファミリーも

一緒に楽しめるイベントを開催いたします。「めざせ！オーバーテイク！フォーミュラキッズＧＰ」では

レーサーのコスチュームを着て、ペダルカーのイベントに参加できます。 
 

11月22日（土）～11月23日（日・祝） 

STRIDER-1 SUZUKA GP 2014 
キッズ向けのペダルなし自転車「STRIDER」を使った世界最年少レース。鈴鹿サーキットでは2011年

にスタートし、今年で4回目となる今大会は日本最大級の規模で開催いたします。2歳～6歳（未就学児）

のお子さまを対象に、1000人のストライダーキッズを大募集します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

まだまだある！鈴鹿サーキットの秋のイベント情報 

自ら「操る喜び」を感じ、それを通してチャレンジして成長する子どもの姿を見て笑顔になる家族。

そんな「笑顔がたくさん」の施設をめざし、鈴鹿サーキットはエリアやアトラクションの開発、サー

ビスを行っています。小さなお子さまから「操る喜び」を感じていただけるアトラクションや、家族

や仲間と一緒にチャレンジするアトラクションが豊富にある鈴鹿サーキットは、家族みんなで

『できた！が、いっぱい。』を体感していただける施設です。 

鈴鹿サーキットのキャラクター「コチラ」について 
コチラは、1979年に漫画界の巨匠手塚治虫先生によって生み出された宇宙恐

竜であり、今年で生誕35周年を迎えます。モデルは、Hondaの創業者である本田

宗一郎を支え、本田と共に鈴鹿サーキットの開設に尽力した藤沢武夫です。 

鈴鹿サーキットを運営する「モビリティランド」の前身「ホンダランド」の取締役で

あった藤沢は“真っ赤な顔” “大きな声”で火を噴くように怒っていたことから「ゴジ

ラ」というあだ名でした。その異名から、手塚先生がコチラを発想し、生み出した

と言われています。 

また、現在では「コチラ」の生誕20周年を機に一般公募より生まれた「チララ」

「バット」「プート」「ピピラ」というキャラクターと一緒に、「コチラファミリー」として園

内外で活躍しています。 
※左から「バット」「チララ」「コチラ」「プート」、右上「ピピラ」、中央「手塚治虫」先生 

※写真はイメージです 
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